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グローバル地域文化学部 カリキュラム・ポリシー 

 

本学部のカリキュラム編成の基本方針は、世界の諸地域が抱える現代的問題とグローバル

な課題の間の密接な関連を理解し、国内外のあらゆる場面で活躍できるような人物を育成

することにある。この基本方針に基づき、１学科３コースのカリキュラムとして必修科目

（28 単位）、選択必修科目Ａ群（6 単位以上）・Ｂ群（1 単位）C 群（24 単位以上）、選択科

目Ａ群（20 単位以上）・Ｂ群・Ｃ群（16 単位以上）・D 群を設置し、124 単位の修得を卒業

要件とする。  

 

・必修科目群の講義科目は、１年次に 8 単位を履修し、グローバル化する世界や各地域の現

状に関する基礎知識やそうした現状を学ぶ視点などを習得する 

（知識・技能）。 

 

・必修科目群の演習科目は、１年次から４年次まで段階的に 12 単位を履修する。１年次で

は大学で学修を進めていく上で基本的な姿勢や技法を主に身に付けること（知識・技能）、

３年次から４年次にかけては卒業論文の執筆に向けて学術的な研究テーマを立て、自ら調

査・研究を進められるようになることに力点を置く（主体性・多様性・協働性）。（2 年次は、

下記選択必修科目 A 群のグローバル地域文化教養セミナー科目群にある演習を選択する｡） 

 

・４年間の学びの集大成として、自ら問いを立てた研究テーマについて、４年次に個別指導

を受けつつ、各自で研究・調査を進め、卒業論文（8 単位）としてまとめる（主体性・多様

性・協働性）。  

 

・選択必修科目Ａ群（グローバル・イシュー科目群およびグローバル地域文化教養セミナー

科目群）からは、主に１年次から３年次にかけてグローバル･イシュー科目群から 4 単位以

上、およびグローバル地域文化教養セミナー科目群から 2 単位以上を含む 6 単位以上を選

択履修する。複数の国や地域にまたがるグローバルな現象と課題の基礎知識を獲得し（知

識・技能）、調査や分析を行なうための学問的手法を身に付け（思考力・判断力・表現力）、

希望ある共生社会を積極的に模索する（主体性・多様性・協働性）。  

 

・選択必修科目Ｂ群（スタディ・アブロード科目群）では、既に修得した外国語運用能力や

当該地域に関する知見を生かしつつ、異なる歴史や文化を背景とする人々と日々積極的に

交流することを目標に、1 単位を選択履修する（主体性・多様性・協働性）。  

 

・選択必修科目Ｃ群（外国語科目群）では、諸地域の歴史や文化を正確に理解するためのス

キルとして複数の外国語運用能力を高めることを目指し、英語に加え 11 言語の中から１言

語を選択し、主に１年次から３年次にかけて、第一言語は 14 単位以上、第二言語は 10 単

位以上を履修する（知識・技能）。  
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・選択科目Ａ群の「歴史」と「文化」の講義科目群は、１年次から３年次にかけて基礎から

発展へと段階的に履修することを通じて、各地域の文化と社会の歴史的形成過程や多様性

について基礎的な知識を習得し（知識・技能）、諸現象を的確に理解・分析する能力を培う

（思考力・判断力・表現力）。また、主体的かつ対話的な学びを通じて、多様性に富んだ社

会に適応し、異なる歴史や文化をもつ人々と協働できる力を養う（主体性・多様性・協働性）。  

 

・選択科目Ａ群の「課題」分野の講義科目群では、現代世界が抱える特定のトピックに絞っ

て深く学び、その問題の打開策について検討し（思考力・判断力・表現力）、良心ある知性

をもって他者と協調しつつ行動する志を育む（主体性・多様性・協働性）。  

 

・選択科目Ａ群の実践科目群では、自ら問いを立てて調査を行う方法を他者との関わりの中

で実践的に学ぶ科目（主体性・多様性・協働性）や、調査に基づく研究成果を効果的にプレ

ゼンテーションするための能力を養うための科目を配置する（知識・技能）。 

 

・選択科目Ｂ群（地域文化研究隣接科目群）は、必修科目群および選択科目Ａ群を補完・強

化する社会科学系の講義科目であり、各自の関心に沿って履修し、研究対象地域や研究方法

などに関する知識を深めることを目指す（知識・技能）。 

 

・選択科目Ｃ群は、全学共通教養教育科目、他学部設置科目、免許資格関連科目、大学コン

ソーシアム京都単位互換科目、同志社女子大学単位互換科目などから構成され、グローバル

社会に対応できる幅広い知識と柔軟な発想力の習得・強化を目指し、16 単位以上を選択履

修する（知識・技能および思考力・判断力・表現力）。 

 

・選択科目 D 群では、各言語を用いて各地域の研究に必要な語学力、および地域文化研究

のための研究能力の向上を目指し、最終的に卒業論文を現地語資料の読解をとおして執筆

できる能力を育むことを目的とする（知識・技能 表現力）。 

 

・中学校教諭（社会）および高等学校教諭（地理歴史）の免許取得に必要な免許・資格関連

科目を設置する。該当する免許の取得を希望する学生は、免許・資格関連科目として指定さ

れた科目の中から所定の科目を履修する（知識・技能）。  

 

・博物館学芸員、図書館司書、および学校図書司書教諭の免許の取得を希望する学生は、免

許資格関連科目として指定された科目の中から所定の科目を履修する 

（知識・技能）。 


